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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月8日(2014.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　次にＳ１０４において、フォーカス位置算出部１０９は、現在のフォーカス位置Ｔと位
相差評価値から算出した目標フォーカス位置Ｔｐとの差分の絶対値が閾値Ｔｔｈを超えた
かどうか判定する。ここでは、閾値Ｔｔｈを超えるほどのピンボケ状態にあるのかどうか
を判定している。閾値Ｔｔｈ以下であれば、Ｓ１０２へ戻り、コントラスト検出による焦
点検出処理を再び行う。なお、閾値Ｔｔｈはピンボケ状態であると考えられる指標に基づ
き予め決めておいても良いし、被写体の状況に応じてシステム制御部１１０が調整しても
よい。例えば、被写体までの距離が頻繁に変化するような撮影状況の場合、閾値Ｔｔｈが
小さいと頻繁に合焦位置が変動することとなってしまい、かえって映像が見にくくなって
しまうため、閾値Ｔｔｈを大きい値に設定することで、変動を抑えることもできる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を形成する光学系と、
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　それぞれが、前記光学系の異なる射出瞳の領域を通過した複数の光束をそれぞれ受光す
る複数の光電変換部を備える複数の画素を含み、前記複数の光電変換部それぞれから独立
に画像信号を出力することが可能な撮像素子と、
　前記撮像素子の駆動を制御する駆動手段と、
　前記撮像素子の前記複数の光電変換部から独立に出力された画像信号に基づいて、位相
差方式の焦点検出を行う焦点検出手段と、
　前記撮像素子の前記複数の光電変換部から独立に出力された画像信号を画素毎に加算す
る加算手段とを有し、
　各画素の前記複数の光電変換部は、それぞれが少なくとも２つの光電変換部を含む複数
のグループに分けられ、グループ毎に電荷蓄積期間をずらすとともに、異なるグループ間
で電荷蓄積期間の一部が重なり、前記駆動手段は、前記複数のグループから、グループ毎
に順番に画像信号を周期的に読み出す第１の駆動により前記撮像素子を駆動し、前記焦点
検出手段は、前記第１の駆動により読み出された画像信号に基づいて、焦点状態を検出す
ることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記複数の光電変換部は、各画素を平面視したときに上下に分割されるように配置され
、前記上下に分割されたそれぞれの領域を前記複数のグループの各グループとすることを
特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記複数の光電変換部は、各画素を平面視したときに左右に分割されるように配置され
、前記左右に分割されたそれぞれの領域を前記複数のグループの各グループとすることを
特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記複数の光電変換部は、各画素を平面視したときに上下左右に分割されるように配置
され、前記上下左右に分割された複数の光電変換部のうち、前記画素の中心を基準とした
対角の位置関係にある領域を前記複数のグループの各グループとすることを特徴とする請
求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記駆動手段は、前記第１の駆動と、周期的に前記複数の光電変換部のすべてから画像
信号を読み出す第２の駆動とのいずれかにより前記撮像素子を駆動し、前記撮像素子から
得られた画像信号の輝度レベル、前記撮像素子の電荷蓄積期間、前記撮像装置のゲイン設
定、前記光学系の絞り、被写体の動き、前記撮像装置の動きの少なくともいずれか１つに
基づく被写体の状況に応じて前記第１の駆動と第２の駆動とを切り替えることを特徴とす
る請求項１乃至４のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記駆動手段は、前記第２の駆動で前記撮像素子を駆動中に、前記被写体の輝度が予め
決められた第１の閾値よりも小さくなると前記第１の駆動に切り替え、前記第１の駆動で
前記撮像素子を駆動中に、前記被写体の輝度が前記第１の閾値よりも大きい予め決められ
た第２の閾値よりも大きくなると前記第２の駆動に切り替えることを特徴とする請求項５
に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記駆動手段は、前記第２の駆動で前記撮像素子を駆動中に、前記被写体または撮像装
置の動き量が予め決められた第１の閾値よりも小さくなると前記第１の駆動に切り替え、
前記第１の駆動で前記撮像素子を駆動中に、前記動き量が前記第１の閾値よりも大きい予
め決められた第２の閾値よりも大きくなると前記第２の駆動に切り替えることを特徴とす
る請求項５に記載の撮像装置。
【請求項８】
　被写体像を形成する光学系と、それぞれが、前記光学系の異なる射出瞳の領域を通過し
た複数の光束をそれぞれ受光する複数の光電変換部を備える複数の画素を含み、前記複数
の光電変換部それぞれから独立に画像信号を出力することが可能な撮像素子とを有する撮
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像装置の制御方法であって、
　各画素の前記複数の光電変換部は、それぞれが少なくとも２つの光電変換部を含む複数
のグループに分けられ、グループ毎に電荷蓄積期間をずらすとともに、異なるグループ間
で電荷蓄積期間の一部が重なり、駆動手段が、前記複数のグループから、グループ毎に順
番に画像信号を周期的に読み出す第１の駆動により前記撮像素子を駆動する駆動工程と、
　焦点検出手段が、前記第１の駆動により読み出された画像信号に基づいて、位相差方式
の焦点検出を行う焦点検出工程と、
　加算手段が、前記第１の駆動により読み出された画像信号を画素毎に加算する加算工程
と
　を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
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